
畠山重忠の墓・館跡（大里郡川本町）

　　　　　　右手は調査隊の車



「畠山重忠公史跡公園　川本町」とある



「源平盛衰記」に記された一ノ谷合戦鵯越の有名な逸話に基づく、鎌倉武士の鑑と謳われる愛馬三日月を担いだ畠山重忠の勇姿







正面入口に廻る



　　　　　「畠山重忠公墓」とある



　　正面に見えるのは五輪塔の覆屋







　　　「埼玉県指定史跡　畠山重忠公墓　並　館跡」とある







　　　この覆屋の中に畠山重忠とその家臣の墓といわれている五輪塔（６基）がある



　　　　　　正面が畠山重忠の墓といわれている五輪塔



　　　重忠の五輪塔が一際高く大きい















四角の台石の上に「空・風・火・水・土」の石が五段に積み重ねられた五輪塔様式の墓



畠山重忠の百年忌（1304年）に建立されたと伝えられる板石塔婆（板碑）



　重忠の父、畠山重能の墓と伝えられる

　　　　→

↑







　　　　　　この土盛りも畠山重忠の館の周囲に廻らされていた土塁跡という



　　右側が館内



　　右側が館内



　　左側が館内



　　芭蕉句碑



　　　　重忠節の碑　（作：畑和　元埼玉県知事）/国は　武蔵の　畠山　　　武者と生まれて　描く虹　　剛勇かおる　重忠に　　いざ鎌倉の　ときいたる



　　　　　　畠山重忠ゆかりの石



　　　畠山重忠ゆかりの伽羅の木



　　畠山重忠公没後八百年を記念して手植えされたしだれ桜



畠山重忠公没後八百年の慰霊碑とある



　　　畠山重忠公史蹟保存碑とある



武蔵武士の第一人者である畠山重忠は渋沢栄一、塙保己一と並び「埼玉の三大偉人」だそうです。

この川本町の畠山館で育った重忠は後に嵐山の菅谷館に移り住んだといいます。（菅谷館については既報告書参照）

また、近くには菅谷館と都幾川を挟んで対峙する大蔵館がありましたが、これについても既報告済みです。

そんな畠山重忠の本物の大鎧（国宝）が武蔵御嶽神社の宝物殿に奉納されているわけですが、これについても大東文化大学の

フィールドスタディーで報告させていただきましたのでご参照ください。



インターネットより




